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･湘南東ブﾛｯｸごみ処理広域化計画(素案) i
i事務局〒・中越沖地涯の教訓と原子力発電
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・ 10月からのごみ有料化にあたって h

う〒252-0816藤沢市遠藤849-9青柳

a/FAXO46G87-4922(夜間のみ）

http:"Comcom.jcaapcorg/econet/

/ '0月1日からのごみ有料化開始にあたって ~一一
藤沢市のごみ有料化が10月1日から始まります。

昨年、有料化条例の制定にあたっては、 4万を超える市民の反対署名が、山本市長並

びに市議会宛に請願が出されましたが､市民の反対の声を無視して強行されたもので妻。
9月に私たちが訴えたごみ有料化裁判でも、裁判長から「他市に比べて、藤沢市のご有

料袋は高すぎるのではないか」との質問が出され、市は「次回裁判までに回答します」

と答弁に窮していました。

今、市民税が上がり、高齢者の保険料等が年金から強制的に天引きされる状況の下で、

たとえ1袋80円でも市民にとっては、大きな負担です。国会でも高齢者保険の負担が

重すぎるという国民の声に推され、見直しが検討される様になりました。決まったから

と言って反対運動を止めるべきではないと思います。

運動の一つは裁判です。 3月に私たちが起こした、ごみ有料化反対の裁判も、10月

17日で第4回となります。市はこれまでの法廷で、「まだ有料化が実施されていないの

だから原告に訴えの利益が無い」と言って裁判を却下するように裁判長に求めて来まし

たが、 10月1日からの有料化の実施で、市の言い分も通用しなくなりました。いよい

よ、藤沢市のごみ有料化がいかに法律に反しているかの法廷論争がはじまります。法律

は、特定の市民ではなく、全市民から「手数料」としてごみ収集費を徴収することを禁

じています。（全市民対象の行政は市民税でやるべきもの、その為に私たちは、税金を納

めているのですから）私たちはこの裁判に勝って、藤沢市のごみ有料化を中止させたい

と思います。

第2の運動は、来年の市長選挙に勝ってごみ有料化条例の実施を止めさせたいと思い

ます。市は今回の裁判で、昭和41年の金沢地方裁判所の判決でごみ有料化が認められ

たと言っていますが、これは特定の地域に限定したものであり、判決が出た後、金沢市

の市長は有料化を止めてしまいました。市長が替われば有料化を止めさせることが出来

るのです。

私たちは、 10月1日からごみ有料化が実施されても、市民の皆さんと一緒に、ごみ

有料化反対の運動を続けて行きたいと思っています。

、 （ごみ有料化裁判原告小林麻須男〆
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